









― 640 ― 
氏        名  林 
はやし







博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１１８７  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 l9 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科生産科学専攻 
学 位 論 文 名  電子回路モジュールにおける熱・回路多目的部品配置設計手法に関する 
            研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 藤本 公三 
            （副査） 
            教 授 荒井 栄司  教 授 佐藤 了平 

























― 641 ― 
 しかし、デバイスから基板・ヒートスプレッダヘの伝熱量をサンプリング的に与える方法では局所解に陥る可能性
があった。マルチエージェント理論の一部をデバイスの伝熱量最適化問題に応用することで、探索効率と設計解品質
の向上を図った。結果、計算時間を約 1/6 に、パレート解を評価関数値ベースで平均 30％程度改善可能であった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、電子回路を対象とし、近年問題となっている熱設計を取り扱っている。本論文で提唱された手法が実用
化されれば、熱問題を緩和するための電子回路の設計をより短期間で行うことができる可能性が高くなり、産業界に
対する貢献度は高いと思われる。 
 これまでも熱を考慮した設計手法に関する研究は数多くなされているが、主に計算量の問題から限られた熱モデル
を用いた設計自動化しかなされておらず、その応用範囲はさほど広くはない。しかし、本研究はより実対象の特徴に
即した新しい熱モデルを提案しており、適用可能な電子回路の範囲は大きく広がる。近年、特に開発の短期間化が求
められている小型携帯端末も視野に入れており、新規性とより高い汎用性が認められる。 
 また、モデルの線形性を利用した設計アルゴリズムと部品同士の熱の相互影響をマルチエージェント理論の応用に
より適正化することにより、複雑な熱モデルを扱うことによる計算量の増加を解決している。設計アルゴリズムはモ
デルの線形性を利用できるように、設計問題をいくつかの部分問題に分けて扱うように定式化されており、モデルと
アルゴリズムの連携によって、これまでにない高速な設計解の導出が達成されている。このような手法は電子回路を
対象とした自動設計の分野ではなじみのないものであり、学術的な新規性が認められる。マルチエージェント理論の
応用についても、本論文で提案されている問題の解決に利用できることはこれまで知られておらず、新規性があり、
これからも発展が潮待できる手法である。 
 以上のように、本論文は学術的な新規性、産業界への貢献度の高さ、既知の手法の異分野における新たな価値の発
見が認められ、論文としての完成度も不備はない。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
